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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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明けましておめでとうございます。 

今年が皆様にとって良い年になりますようお祈り申し上げます。 

 

昨年は常勤医師の減少により、救急医療や入院医療の一部において

当院が地域から期待されている診療機能を十分に発揮できない状況

がありました。一方、そのような体制においても、燕市から新たな委

託を受けてメタボリック症候群の予防対策である「生活習慣病改善指

導事業」に取り組んだほか、地域医療支援病院として診療所との連携

による患者様の紹介・逆紹介の推進、地域の医療従事者への研修、小

学校への手洗い教室などを実施いたしました。 

新潟県全体の医師不足という実態があるため、診療体制の強化につ

いては厳しい環境が続きますが、新潟大学医学部をはじめ各方面にこ

れまで以上に医師派遣を働きかけ、また、職員の資質向上を図りなが

らチーム医療により、地域における健康づくり支援や、かかりつけ患

者様の多様なニーズに応えることができるよう努力してまいりたい

と考えております。 

 

県央基幹病院構想に関しましては、昨年１月に基本構想を泉田知事

に提出し、８月には「県央基幹病院の整備に向けたアウトライン」が

行政として正式に決定され、①新潟県が整備主体になること、②５０

０床の施設規模とした場合の面積や職員数、③財団法人等が運営主体

を担うこと、④燕労災病院を早期に新潟県へ移譲することなどが公表

されました。 

当院が新潟県に移譲され、県の責任と支援の下に基幹病院に向けた

準備としてスタッフの確保や育成が図られていくことは当面の診療

機能の維持向上のためにも意義深いことであります。しかしながら、

地域の皆様にとって関心の高い設置場所は決定されておらず、次の段

階である整備計画や設計に進めない状況が続いております。 

私としては一日も早く設置場所が決定され、より具体的な計画に基

づき職員が安心して働ける環境が整うよう、これまでの経験や人的ネ

ットワークを活かした働きかけを行いたいと考えております。 

 

 最後に、全国的な医療提供体制の動向の一つとして、医薬品、医療

機器、医療行為の安全性に関する取組の強化が進められています。当

院が県央地域の模範となるべく、職員の資質向上と運営体制の強化を

進めてまいりますので、皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいた

します。 

 

 

*年頭のご挨拶 1 

*ホスピタリティー・コミュニケ

ーション伝達研修会開催 

 

*医療安全週間を開催  

 

2 

*医療安全週間を開催 

 （続き） 

 

*クリスマスコンサートを開催 

 

3 

*外来診療科別担当医師表 4 

【 年頭のご挨拶 】 
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 １１月１９日にホスピタリティー・コミュニケーション伝達研修会を開催しました。 

この研修会では心を伝えるマナー、聴くスキル、伝えるスキルなど多くのコミュニケーション技術を

学びました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この研修会を通じて、患者様に安心と信頼を感じてもらえるように活かし

ていきたいと思います！！                              
 

 

 

 

１１月２３日～１１月２９日に「医療安全推進週間」として、医療安全研修会や正しい手洗いの体

験・講習、医療相談・介護用品展示を行いました。 

医療安全研修会 
研修会では講師に新潟県燕警察署 生活安全課 新潟県警部 竹内 栄さんをお招きして、「近年

の暴力・防犯問題について」というテーマでご講演いただきました。 
 

       
 

現代の犯罪は凶悪化、巧妙化、無差別化しているため、いつ犯罪に遭遇するかわかり

ません！！ 

被害にあわないよう、出かけるときは施錠をするなど日ごろから安全対策を行っ

ていきましょう！！ 
 

【 ホスピタリティー・コミュニケーション伝達研修会を開催 】 
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心を伝えるマナー 

・表情：話しかけられやすい柔らかい表情が大切！表情は第一印象を決めます！ 

・挨拶：自分からスマイル＆アイコンタクトで！ 

・立ち居振舞い：前向きな姿勢、目線を合わせることが大切！ 

・言葉づかい：丁寧な言葉使いと温かい声で話せるよう身につけましょう！ 

 
 

聴くスキル 

・相槌、短い感想：「はい」「大変でしたね」など 

・繰り返し：話の中で大事なポイントとなる言葉

を繰り返す。 

・言い換え：相手の言葉の言い回しを変えて話す。 

・要約：話の全体の内容を整理して話す。 

☆コミュニケーションには聴くことが一番重要！ 

伝えるスキル 

話し方の基本：相手の目線に合わ

せて、わかりやすく簡潔に！ 

☆何を言うかではなくどのよう

に言うかが大切！ 

 

 

被害にあってしまったら、 

・自分の安全の確保  

・応援をよんで複数で対応 

・適切な距離を保つこと 

   等が重要となります。 
 



正しい手洗いの体験・講習 
 ブラックライトを用いて手洗いチェックを行っていただきました。 

 

  

1２月１９日に外来ホールにてクリスマスコンサートを開催しました。 

バイオリン演奏 倉持 愛さん、ピアノ演奏 小黒 真由美さん、フルート演奏 石丸 涼子     

さんをお招きし、クリスマスに相応しいなじみのある曲を演奏していただきました。 

会場にはバイオリンとピアノ、フルートの美しい音色が響き渡り、素敵な演奏をプレゼントしてく

ださいました。会場からも素敵だったね、感動したよとの声も聞かれました。 

会場中が笑顔のなか、大盛況のうちにコンサートは終了しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 
インフルエンザやノロウイルスが流行しています。 

病院にお越しの際は必ずマスクを着用して 

いただきますようご協力お願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

心温まる素晴らしい演奏をありがとうございました！！ 
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 【 クリスマスコンサートを開催 】 

 

よく手を洗ったつもりでも、洗い残し

があるかもしれません。指の間や爪の

間、親指など意識して洗っています

か？インフルエンザやノロウイルスな

どに感染しないよう手洗いはしっかり

行ってください。 

(正しい手洗い方法は 12月号に掲載） 

 

 

 

演奏曲目 

1.カノン 2.バロック・ホーダウン（エレクトリカルパレードのテーマ）  

3.レット・イット・ゴー（アナと雪の女王より） 4.エトピリカ 

5.日本に四季メドレー 6.クリスマス・キャロル・メドレー 
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担当医師変更等の場合もありますので、受診の際は予めご確認ください。 

電話番号：（代表）0256-64-5111 


